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学歴 北海道大学文学部史学科西洋史学専攻 卒業 

北海道大学大学院文学研究科西洋史学専攻修士課程 修了 

北海道大学大学院教育学研究科教育学専攻博士後期課程 修了 

職歴 1986年6 月~1991 年3 月 北海道大学文学部史学科西洋史学第2 講座 助手 

2006 年4 月～ 名寄市立大学保健福祉学部社会福祉学科 助教授 

2007 年4 月～2010年3月 同上 准教授   

2010年4月～現在 同上 教授 

学位 博士（教育学）北海道大学 

免許・資格  

研究分野 家族社会学 教育社会学 

現在の研究課題 祖父母と子・孫との世代間関係（個人研究）  

『日系ブラジル人児童を中心とした多文化保育の総合的研究』（国内共同研究 ） 

主な担当科目 家族社会学 社会学 地域社会論 ジェンダー論 

  

研究・教育業績 （著書） 

1.『日系ブラジル人の定住化と地域社会』（共著）お茶の水書房 2001 年 

2.『在日ブラジル人の教育と保育』（共著）明石書店 2003 年 

3.『講座 トランスナショナルな移動と定住 第3巻 』（共著）御茶の水書房 2009年 

（論文） 

1.「別居祖母の育児支援満足度をめぐる一考察」『家族社会学研究』14(2) 2003 年 

2.「祖母からみた家族境界―育児支援対象子は「家族」なのか―」『季刊家計経済研究』 

60 2003 年 

3.「別居祖母へのヒアリングデータにみる孫育ての悩みと支援」『季刊社会保障研究』 

40(2) 2004年 

4.「子ども絵本にみる祖親性表現」『教育社会学研究』75 2004 年 

5.「別居祖母にみる祖親性―グランドペアレンティング教育の現実的基盤に関わらせて 

―」『北海道大学大学院教育学研究科紀要』95 2004 年 

6.「孫育てがもたらす祖母の性別役割分業観の揺らぎ」『21 世紀ヒューマンケア研究機 

構研究年報』10 2005 年 

7.「祖父母が営む世代間関係をどうとらえるか―「個人的選好」としての側面への着目」 

『国立女性教育会館研究紀要』9 2005 年 

（報告書） 

1.「トメアスー移住地の歴史と現状」（共著） 小内透編著『『調査と社会理論』・研究報

告書26 外国人集住地域の社会学的総合研究 その6 日系ブラジル人のデカセギと国家の

対応』北海道大学大学院教育学研究科教育社会学研究室 2008 年 

2..「女性のデカセギと家族関係―トメアスーの「付添婦」デカセギ―」 小内透編著『『調

査と社会理論』・研究報告書26 外国人集住地域の社会学的総合研究 その6 日系ブラジル 

人のデカセギと国家の対応』北海道大学大学院教育学研究科教育社会学研究室 2008 年 

3.「健康のリスク要因とその現状」（共著） 北大アイヌ・先住民研究センター（編）『2008

年 北海道大学アイヌ民族生活実態調査報告書 現代アイヌの生活と意識』2010年 

4. 「『成功』の要因と不公平感に関する社会意識」（共著） 北大アイヌ・先住民研究セン



ター（編）『2008年 北海道大学アイヌ民族生活実態調査報告書 現代アイヌの生活と意

識』2010年 

5.「浜松市におけるブラジル人託児所の現状と課題」（共著） 品川ひろみ（編著）『多文化

保育研究』研究報告書1 「日系ブラジル人児童の保育」2010年 

6. 「日系ブラジル人の子育て意識」品川ひろみ（編著）『多文化保育研究』研究報告書 1 

「日系ブラジル人児童の保育」2010年 

 

  

学会活動 北海道社会学会会員(1999~) 

日本教育社会学会会員(1999~) 

日本家族社会学会会員(2000~) 

日本社会学会会員(2001~) 

日本老年社会科学会会員(2004~) 

  

社会活動  

  

受賞  

  

コメント  

 

 


